農薬残留分析における精度管理についてのアンケート
2020年7月吉日

令和2年11月5～6日開催の第43回農薬残留分析研究会のシンポジウムにおいて「農薬取締法改正に伴う各種ガイドラインへの対応」および「残留農薬分析に関わる測定値の不確かさや精度管理」に関する話題提供を頂きます。これに関連して研究会参加者のアンケートにより「各種ガイドライン対応での課題」および「農薬残留分析における精度管理に関する情報」を集計して，参加者各位の精度管理運用に資する情報共有を企画しました。つきましては、農薬残留分析に携わっておられる皆様のご意見を伺いたく，下記のアンケートにご協力をお願い致します。なお，当該アンケート調査結果公表では，回答機関名の公開は致しませんので，可能な範囲で端的且つ具体的な回答にご協力願います。
※ 本年度要旨集への概要掲載のため9月18日〆切りでご協力願います。
1.  所属（同一機関からの重複回答に留意下さい。回答機関名の公開は致しません。）
□ 官公庁  □ 公立農業試験場  □ 公立衛生試験所・保健所  □ 農薬会社  
□ 受託分析機関  □ 機器製造・販売会社  □ その他（                     ）

2.  貴分析機関における主な分析内容

□ 食品・農作物  □ 環境試料（土壌・水）  □ その他（                  ）
3.  分析者数を教えてください（回答対象とした組織の員数）。        ##      名
4.  精度管理の主目的は何ですか？
□ ISO/IEC対応  □ GLP対応  □ その他（                              ）
5.  外部精度管理に参加していますか？

□ 参加している（頻度：     ）  □ 参加していない（参加予定：□ 有，□ 無）
6.  外部精度管理試料の分析者はどのように選考されていますか？
□ 主に同一分析者が担当  □ 分析者間で順番に対応  □ 特に考慮していない

7.  報告値のz-スコアが2以上となった経験がありますか？
□ 無  □ 有（可能な範囲で原因究明、改善対応例を次頁に情報提供願います。）
8.  内部精度管理の方法（複数回答可）
□ 併行回収試料分析  □ 認証標準物質分析  □ 自社製等の品質管理試料分析
□ その他（                  ）  □ 行っていない

9. 技能試験プロバイダーを選択する際に重要視する項目は何ですか（複数回答可）。
□ 参加費用  □ 対象マトリックス(食品、水等）の種類  □ 実施時期・頻度

□ 対象農薬の種類  □ 試験試料の形態（調製方法）  □ データ解析の方法
□ 食品衛生法対応  □ セミナーの有無  □ その他（                     ）

10. 分析の不確かさを評価していますか？

□ 算出している   □ 算出していない（理由：                           ）
11. 分析の不確かさの計算方法を教えてください。
□ 必要性や興味はあるが方法がわからない   □ ボトムアップ方式
□ デフォルト値を適用（EUの±50 %など）  □ Horwitzの式を使用して推定
□ 室間試験（共同試験、技能試験）から得られる精度データを使用
□ 試験所内QCデータを使用　□ その他（                              ）

12. 分析の不確かさや精度管理に関する研究会で取り上げてほしいご意見／質問／知りたいこと、原因究明・改善事例等を下記に記載してください。


以上                                       ＊ご協力，ありがとうございました。
第43回農薬残留分析研究会（担当：飯島和昭 iijima@iet.or.jp  Fax 0297-27-4517）

